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■ 社員は「働きがい」を感じているか？ 

－働きがいに関する意識調査結果、低下傾向に－ 

◆ 「働きがいに関する意識調査」の結果 

 株式会社NTTデータ経営研究所では、今年9月に「働きがいに関する意識調査」を行い、先日そ

の結果が発表されました。 

 この調査では、「働きがい」、「働きがいを高める要因／阻害する要因」、「心の疲弊感」などに関

する質問を行っており、昨今の厳しい経営環境過で社員がどのようなことを考えて働いているの

かがわかり、大変参考になると思います。 

 

◆ 「働きがい」は低下傾向に 

 まず、「現在、働きがいを感じていますか」との質問では、「感じている」（13.0％）との回答と「や

や感じている」（39.4％）との回答を合わせると、52.4％の人が働きがいを感じていることがわかり

ました。 

 しかし、3年前と比べて「働きがいが低くなった」と感じている人（44.8％）は、「働きがいが高まっ

た」と感じている人（22.5％）を大きく上回っています。 

 

◆ 何が働きがいを高め、阻害しているか 

 働きがいを感じているグループにおいて「働きがいを特に高める要因」について、「仕事の価値

の実感」（91.7％）、「仕事を通じての成長実感」（87.9％）、「仕事を通じての力の発揮」（86.3％)、

「仕事が適性に合っている実感」（85.5％）、「仕事を通じた達成感」（78.2％）が上位を占めました。 

 逆に、働きがいを感じていないグループにおいて「働きがいを特に阻害する要因」について、「会

社での将来のキャリアイメージが描けない」（91.7％）、「会社では創造的な仕事を促す環境作りが

ない」（86.1％）、「会社の仕組み・制度・組織が整備されていない」（79.9％）、「会社の経営陣によ

る折に触れたビジョンの発信がない」（78.6％）、「会社の将来性がない」（78.4％）が上位を占めま

した。 

 

◆ 社員の「モチベーションアップ」 

 また、「今の仕事をする中で、心の疲弊感を感じていますか」との質問に対しては、「感じている」

と答えた人が26.6％、「やや感じている」と答えた人が43.1％で、合わせて約７割（69.7％）の人が

「心の疲弊感を感じている」ことが明らかになりました。 

 これら「働きがい」や「疲弊感」の有無については、社員の個人的要因に基づく場合も多いとは

思います。しかし、会社として社員一人ひとりの「モチベーションアップ」に貢献できることはないか

を考えてみることも大事ではないでしょうか。 
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